ドライバー等安全教育訓練促進助成要綱
公益社団法人島根県トラック協会

（目　的）

第１条　この要綱は、公益社団法人島根県トラック協会（以下「協会」という。）の会員事業者がトラックドライバー又は安全運転管理者（以下「ドライバー等」という。）を全日本トラック協会が定める安全運転研修施設（以下「研修施設」という。）に派遣し、従業員の安全意識及び運転技能向上等を促進することを目的とする。

（助成対象）
第２条　助成の対象は、研修施設に会員事業者がドライバー等を派遣し安全教育訓練を実施する場合に助成を行うものとする。
（助成金の金額）

第３条　協会は、会員事業者の報告により予算の範囲内で次に掲げるものについて助成を行うものとする。

　　　　　(1)研修受講料

　　　　　(2)テキスト代

　　　　　(3)交通費（協会規定による）

　　　　　(4)研修に伴う宿泊代・食事代

　　　　

(申込方法)

第４条　会員事業者は助成適用の可否について事前に協会に確認を行い、「ドライバー等安全教育訓練助成申込書」に必要事項を記入の上、協会へ提出する。

（受講料の納入）
第５条　会員事業者は、助成対象の研修施設から案内が届いた後、受講開始の7日前までに所定の受講料を前納することとする。但し、研修実施後の報告時により助成金として精算されます。
（取下げ）

第６条　会員事業者が申込みを取下げる場合は、研修開始日の7日前までに「ドライバー等安全教育訓練実施申込取下届」に必要事項を記入の上、協会へ提出する。
２　研修開始日の7日前までに、所定の受講料を納入しない場合についても申込みを取下げたものとする。
（精算方法）

第７条　会員事業者は研修実施後、「ドライバー等安全教育訓練実施報告書」に「研修参加感想文」、研修施設が発行した全日本トラック協会認定の「研修修了証」（写）及び受講料に係る領収証（銀行振込金受取証等）（写）を協会に提出する。

(助成金の交付)

第８条　島ト協は、前条と報告書の提出があったときは、速やかにその内容を

審査し、結果が適切と認めたときは、会員事業者に助成金を支払うものとする。
（附　則）
本要綱は、平成20年5月13日より施行する。
